
2021年7月3日短期大学本館304号室で、下記の次第
に従って総会を開催し、議案が承認されました。

総会次第

1．理事長挨拶
2．元短期大学学長、同窓会顧問挨拶
3．短期大学学長、名誉会長挨拶
4．会長挨拶
5．議 案
〔１〕会則改正について〔２〕役員改選について
〔３〕会計報告について〔４〕会計監査について
〔５〕今年度活動内容について
6．新役員紹介
7．写真撮影

2021年度役員

役 員 氏 名 備 考

支部長 中川 昌代 S31年3月卒

副支部長
小椋 牧子
佐原 美和子

S36年3月卒
S41年3月卒

書 記 矢柳 幸子 S49年3月卒

会 計 長瀬 英子 S32年3月卒

2021年度北海道支部役員

桜に囲まれ穏やかな菅野の地に根付く昭和学院短期大学は70年の歩みが続く卒業生の
大切な学び舎です。

数年にわたり同窓会「すがのべ会」会長として務めさせていただいております石田則子で
ございます。同窓生の絆をつなぎ母校の発展に寄与して参りたいと存じます。
この度、卒業生と諸先生方のお力添えをいただき「すがのべ会会報」第1号の会報誌を発
行する事ができました。

短大の様子や卒業生の近況、社会で活躍する皆様のご紹介、様々な情報をお伝えでき
る楽しい実りある会報誌を目指しております。
HPを活用し、より多くの声を頂戴したくご意見やご感想をおまちしております。今後はさら
に若い皆様のアイディアを頂きながら、新たな試みの同窓会になれるように努力致します。

地方にある北海道支部においては先輩の方々が活動しており時に触れ温かい声援も、
私たちの原動力になっております。
今後とも皆様のご支援を賜りますよう、どうぞ宜しくお願い申し上げます。

ご 挨 拶

すがのべ会 会長
石 田 則 子
（S50年3月卒）

すがのべ会 副会長
板 垣 昌 子
（生ク専攻教員）

“ 70年のあゆみ”
創立者伊藤友作先生は、創立当時から「これからの時代は女子も職業をもって、男女が力を合わせて日本
を作っていかなければならない」と女性にも高等教育の必要性を説き、現在の「男女共同参画時代」を70年
も前に理想として掲げていました。その理想は、今も引き継がれています。

2022年3月 No.１

ご卒業おめでとうございます。

「すがのべ会」副会長の長谷見す
えみでございます。

同窓会ではコンサートも開催し、
とても好評でしたので今後も是非
おこないたいと思います。

真間祭では作品の展示、新鮮
野菜、有名パティシエのケーキ販
売、体験コーナーを開き学生や地
域の皆様に喜んで頂き交流の輪
が広がりました。これからも同窓
会を盛り上げて参りたいと思いま
す。どうぞ宜しくお願い申し上げま
す。

栄養学校同窓会創立２０周年
記念時、伊藤一郎先生より「桜
葉会」の呼称を賜りました。以来
専門学校、短期大学の栄養士資
格取得者と学院を結ぶ「絆」とし
てきました。短大昇格に伴い二
つの同窓会になった為に、桜葉
会は名前のみ残し統合致しまし
た。当時会長だった私は引き続
き微力ながらお手伝いさせてい
ただいております。

今後ともどうぞ宜しくお願い申
し上げます。

同窓会会報の第1号発行おめでとうございます。令和3年度より、学内の代表として副会長を
させていただきます板垣です、どうぞよろしくお願いいたします。

「すがのべ会」に携わるのは初めてですのでわからないことが多いのですが、短期大学と同
窓会を結ぶパイプ役として同窓会の活動を支える一助となればと思っております。

この度の会報を作成するにあたり、在学生の同窓会委員にご協力を頂きました。ご協力いた
だきました皆様ありがとうございました。今後も同様な形で年度末に発行していく計画です。HP
（QRコードご利用ください）を活用して同窓会の現況をご覧ください。また、同窓生皆様の近況
報告などをお寄せいただけると幸いです。同窓会「すがのべ会」の発展のために尽力します。

現在の短期大学 創立当時の短期大学校門と学生寮

すがのべ会 副会長
江 口 信 子
（Ｓ45年3月卒）

すがのべ会 副会長
長谷見 すえみ
（S51年3月卒）

すがのべ会総会

役 員 氏 名 備 考

会 長 石田 則子 S50年3月卒

副会長
長谷見すえみ
江口 信子
板垣 昌子

S51年3月卒
S45年3月卒
生ク専攻教員

書 記
佐藤 智広
髙橋 昭代

発達専攻教員
H21年3月卒

会 計
渡邉 隆子
松野 まみ
宮間 沙織

栄養学科教員
H18年3月卒
H20年3月卒

会計監査
渡邉 未来
石井 正人

H30年3月卒
事務部職員

名誉会長 菅沼 恵子 学 長

顧 問
佐野 典行
桑村 典子

事務長
元学長



同 窓 の生 今

人間生活学科こども発達専攻 2021年3月卒 志村妃夏瑠

卒業後、1年間イギリスでの語

学留学を経験した後、母校である
昭和学院短期大学生活クリエイ
ション専攻の助手として勤務し3年

が経ちました。今年度は昭和学院
秀英中学校の家庭科非常勤講師
も兼任しています。教壇に立つた
めの授業準備は大変ですが、こう
した経験により教員の仕事にやり
がいを感じています。

これからは、専任の教員になれ
るよう日々精進していきたいと思
います。

短大では、衣料管理士と教員免
許を取得しましたが、学んだこと
はすべて今の自分を作っていま
す。皆さんも目標に向かって頑
張ってください。

人間生活学科
生活クリエイション専攻

2018年3月卒
渡邉 未来

トピックス

昭和56年3月卒 渡部富美子さんのご紹介

昭和学院短大卒業後、四大へ編入。
「ヤマト運輸」にて「社員教育」の仕事
を20年、産業カウンセラーとしてレン
タルのニッケンにて5,000名以上をカ
ウンセリングして、独立。現在はメン
タルヘルスの講演、研修を行う。以前
のビジネスネームは「相聞（そうも
ん）」さんとしてラジオパーソナリティも。
今回、経験した事例を「お節介オバ
チャンの職場のシンドイ一刀両断」の
書籍にしました。卒業生の皆さんや
社会人の皆様にお役に立てたら嬉し
いです。どうぞお気軽に手にしてもら
えますように。

私立の認可保育園で3歳の担
任をしています。仕事が始まる
前はどうなるか、不安でいっぱい
でしたが……いざ始まってみると
毎日が目まぐるしく、不安がって
いる暇はありませんでした(笑)。
対人援助職は難しいし大変だけ
れど、得るものが大きく、子ども
たちから学ぶことも沢山ある毎
日です。

2歳児の担任をやらせて頂き、先輩に助けて頂きながら
頑張っています。
休日は短大での友達と会い、それぞれ仕事の話をした
り、共感したりすることで仕事への意欲を高めています。
仕事と休日とのメリハリをしっかりつけられるよう、休日
はしっかりと休みながらも楽しく過ごしています。最近で
はギターを弾く事が好きで、ストレス発散しています。

人間生活学科
こども発達専攻
2021年3月卒
間野 遙


